
が
発
足
し
たと
き
に
は、
と
で
あ
れ
ば、
喜
ん
で
ば
か
り
教
養
学
部
と
し
て
あ
る
程
度

も
に
国
際
教
養
学
部
を
も
つ
も
い
ら
れ
な
い。

は
受
け
継
が
れ
た
の
だ
が、

こ
と
に
なっ
た
富
山
国
際
大

教
養
税
目
が
単
な
る
入
門
編

学部が空洞化

学、
早
稲
田
大
学
と
本
学
の

で
あっ
た
り、
教
養
教
育
担

三
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウム

リベ
ラ
ル・
ア
I
ツ
と
し
当
教
員
と
専
門
教
育
担
当
教

を
富
山
で
行っ
た
の
だ
が、
て
の
「
国
際
教
養」
に
取
り
員
と
の
身
分
的
な
い
し
は
待

圃

EE
－
－

今
日
で
は
先
の
上
智
大
学
や
組
む
た
め
に
は、
ま
ず
第一
遇
上
の
差
別
も
あっ
て
十
全

開抽岨F『dR

宮
崎
国
際
大
学
な
ど
が
国
際
に、
教
養
教
育
を
個
性
的
な
な
役
割
を
担
え
ず、
九一
年

園
Fh

圃4
．

教
養
学
部
を、
来
年
か
ら
は
自
己
発
見
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
大
学
設
置
基
準
改
定
（
い

’
F‘‘J
’

多
摩
大
学
も
ほ
ぼ
同
様
の
学
位
置
付
け
る
明
確
な
理
念
と
わ
ゆる
「大
綱
化」）
に
よ

‘、vUHM
UVM

部
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
全
体
的
構
図、
具体
的
に
は
り、
一
部
の
例
外
を
除
き、
ら
な
い
と
い
う
学
生
に
出
会

先
に
カ
リ
キュ
ラム
改
革
も
すべ
て
の
授
業
を
英
語
で

1
2
tAV

し
て
い
る。

多
様
で
中
身
の
濃
い
カ
リ
キ
わ
が
国
の
大
学
か
ら
教
養
教
うこ
と
に
な
る。

と
言っ
た
が、
わ
が
国
の
大
行っ
て
い
る。
全
学
生
に一

圃

圃

圃

秩
田
県
の
公
立
大
学
法
人
ュ
ラ
ム
を
編
成し、
提
供
す
育
が
消
え
て
し
まっ
た。

加
え
て
少
子
化
に
よ
る
大
学は、
授
業
料
目
に
例
え
ば
年
間
の
海
外
留
学
を
義
務
付

『
HH
M

と
し
て
国
際
教
養
大
学
が
発
る
た
め
の
人
材
配
置
や
方
法

加
え
て
主
要
な
国
立
大
学
学
の
経
営
危
機
や
国
公
立
大
一
O
O
番
台
は社
会
学、
言
げ、
し
か
も
約
三
十
単
位
を

・

ー
し
同

足
す
る
に
際
し、
校
名
や
学
論
的
な
配
慮
が
な
く
て
は
な
を
中
心
に
学
部
の
教
員
が
大
学
の
法
人
化
に
伴
う
大
学
改
語
学
な
ど
の
基
盤
教
育
制
留
学
先
で
取
得
するーこ
と
を

『圃d
戸圃I園

部
名
を
ど
う
決
め
よ
う
か
と
ら
な
い。

学
院
に
身
分
を
移
す
大
学
院
革
は、
主
と
し
て
組
織
的・
目、
三
O
O
番
台
は
国
際
政
条
件
に
し
て
い
る
の
で、
留

－E山内J
h
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治
学、
ア
メ
リ
カ
外
交
史
な
学
決
定
時
の
T
O
E
F
L

l
M
側
剛
志
氏松
山
与
J
l
J一
y
d
v
ι一一…以
内
ぷ
円
三
干
上
ペ
ペ一
ぺ
ぷ
吋
パル一以約一一
淀川川

ど
の
専
門
核（コ
アV
料
目
（
米
国
の
大
学・
大
学
院
に

E
制
しり
泳
三一

L
j

著

書

た

とい

お

：

三一

三一一

是

正＼
w…

と
いっ
た
国
際コ
1
2
用
留
学す
る
の
に
必
要
な
英
語

→
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山

い
て
い
る
大
学
は
ま
だ
限
ら
力
を
検
定
す
る
試
験）
の
ス

－

省
己÷
さ
r
A．
弘

、

bA

A
二

与
三
巻
3
h
v
吋
‘

れ
る。
そ
し
て
外
国
語と
く
コ
ア
は
五
五
O
点
以
上、
評

Ili－－

F
属
都
司且
F炉

M
Za
且
量
炉、zipヨ
t
り

h
－
ーl
E
E
一

M
m

国
主
H
U

B
M
川口
寸

H
1
4
q
d
F
r
n
m

に
英
語
教
育
に
お
い
ては、
定
平
均
値
（
G
P
A）
は二

岡
田
固
H
E
一

h

－
J

！”
！

ぺJ
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J
－
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こ
れ
ほ世
国
際
共
通
語と
し
・
五
以
上
を
要
求
し
て
い
る

＝
F
El－
－
一

幾
晩
も
深
夜
ま
で
思
い
悩
ん

リベ
ラ
ル・
ア
l
ツ
と
言
重
点
化
が
同
時
進
行
し、
わ
制
度
的
な
改
革
で
あ
る
た
め
て
の
英語
の
運
用
機
会
が
増
が、
す
で
に
数
十
人
が
海
外

圃
干圃
聞
同
ゆ
一

だ
こ
と
を
思
い
起こ
す。

え
ば、
わ
が
国
に
は
か
つ
て
が
国
の
大
学
に
は
「大
学
院
に、
最
も
重
要
な
カ
リ
キュ
え
て
いる
と
い
う
の
に、
依
の
協
定
校
で
学
ん
で
い
る0

・
園
田
開
剛
山
一

多
く
の
大
学
が
国
際
教
養
の
旧
制
高
校
に
見
ら
れ
た
教
教
授
」
と
い
う
国
際
的
通
用
ラ
ム
改
革
は一
向
に
進
ま
然
と
し
で
テ
キス
ト
中心
の

そ
の
際、
履
修
単
位
の
国

配
副
司
F

一

学
部
を
立
ち
上
げ、
わ
が
国養
教
育
の
優
れ
た
伝
統
が
あ
性
を
持
た
な
い
奇
妙
な
存
在
ず、
相
変
わ
ら
ず
講
座
や
教
教育
が
な
さ
れ、
コ
ミュ
ニ
際
的
な
互
換
性
に
関
し
て

『
2
r
d一
の
大
学
の
水
準
を
国
際
レべ
っ
た。

が
大
量
に
現
出
す
る
と
と
も
員
の
既
得
権
な
い
し
は
人
事
ケ
l
ショ
ン
の
ツ
i
必
ま
は、
学
生
個
々
人
に
つ
い
七

””“

一

ル
に
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う

そ
れ
ら
は
戦
後
の
新
制
大
に、
高
等
教
育
に
とっ
て
肝
上
の
都
合
が
優
先
さ
れ
て
い
で
高
め
ら
れ
て
い
な
い。

事
前
に
留
学
先大学
と
協
議

Fh
hE
品
目・
一

の
で
あ
れ
ば、
大
い
に
歓
迎
学
で
は
「一
般
教
育」、
教
心
な
学
士
課
程
（
ア
ン
ダ
ー
る
場
合
が
多
い。

そ
の
原
因
は、
教養
教
育
し、
場
合
によう
て
は
U
M

圃
司
司
F
F
a一

すべ
きこ
と
で
あ
る。

養
部
さ
ら
に
は
東
大
駒
場
キ
・
グ
ラ
デュ
エ
l
ト）
と
し

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
礎
に
A
P
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

中
園
＝
リ一
し
か
し、
こ
の
動
票、
ャ
ン
パ
ス
や
I
C
U
な
ど
の
て
の
学
部
の
空
洞
化
が
進
ん

欧
米
と
格
差
開
く
「
学
問
の
た
め
の
英
語
（開
交
流
機
構）

套
で
す
り
合

圃
・
lll
・

－

かつ
て
「国
際
O
O
学
部」

だ
の
で
あっ
た。

こ
れ
で
は
学
士
課
程
に
お
ロ
包
ZZ
吉岡
〉の
包。s
B
わ
せ
て
い
る川

Fi
l
l－

一

「
環
境ム
ム
学
部」～
「
0
0

そ
の
結
果、
学
生
は
学
問
い
て
は
教養
教
育
を
しっ
か

苫
弓
g
g
HE
A
P〉
」

秋
田
杉
の
森に
固
ま
れ
た

文
化
学
部」
と
いっ
た
四
文

の
基
礎・
基
本
も
教
え
ら
れ
り
身
に
つ
は
さ
せ、
大
学
院
と
し
て
しっ
か
り
位
置
付廿
田
園
で
グ
ロ
汁パ
ル
に
学
び

し
て
か、
こ
の
と
こ
ろ
国
際
字
学
部
が
大
流
行
し
た
り、
・

ず
に
入
学
早
々
か
ら
細
か
な
教
育
（
ポ
ス
ト・
グ
ラ
デュ
ら
れ
るべ
き
英
語
教
育
の
重
つ
つ
も、

新渡戸
稲造
『
武

教
養
学
部
な
い
し
は
そ
れ
と
過
般
の
法
料
大
学
院
が
林
立

専
門
教
育
の
小
部
屋
に
閉
じ
エ
！
ト）
に
お
い
て
は
充
実
要
性
が
十
分
措
置
さ
れ
てい
土
道』
A

英ぎ
李
必
読
書

同
様
の
学
部
の
設立・
再
編
し
たと
き
の
よ
う
に、
わ
が

込
め
ら
れ、
例え
ば
国
際
協
し
た
専
門
教
室
行っ
て
い
ない
こ
と
足
ろ
う。

と
し
て
読『
謹ん
だ
国
際
教

が
目立っ
て
い
る。

国
の
大
学
に
あ
り
が
ち
な一

力
論を
専
攻
す
る
の
に
世
界
る
欧
米
の
高
等
教
育
と
の
落

ニ
O
C
四
年
四
月に
関
学
養
入
を
育
成U
た
い
と
い
う

二
年
前に
国
際
教養
大
学
時
の
流
行
や
ファ
ッ
ショ
ン

史
の
知
識
も
な
く、
臨
床
医
差
が
増
す
ば
か
り
で、
憂
慮
し
た
少
数
精
鋭
の
国
際
教養
建
学
の
使
命
の一
環
に
ほ
か

学
に
進
ん
で
も
倫
理
学
を
知
に
堪
え
な
い。

大
学
で
は、
E
A
P
終了
後
な
ら
な
い。

2006年（平成18年）2月20日（月』

「
国
際
教
養」
を
掲
げ
る
大
学
や
学
部
が
相
次
い
で

誕
生
し
て
い
る。
い
ま
な
ぜ
「
国際
教
養」
な
の
か、

中
嶋
嶺
雄・
国
際
教
養
大
学
学
長
（
理
事
長）
に
寄
稿

し
て
も
らっ
た。

長特融一大喜養嶋事事際中国

一
月
七
日、
国
際
基
督
教

大
学
（
I
C
U）
で
「
日
本

で
の
リベ
ラ
ル・
ア
i
ツ
教

育
を
ど
う
広
め
る
の
か」
と

題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウム
が
聞

か
れ、
ユ
ニ
ーク
な
教
養
教

1・
青
を
展
開
し
て
き
たI
C
U

首一
の
メ
ンバ
ー
に
加
え
て、
地

一
方
か
ら
も
熱
心
な
参
加
者
が

野一
あっ
た。

；一
パ
ネ
リ
ス
ト
は
東
京
大
学

惨事一
の
木
畑
洋一・
教
養
学
部
長、

抱一
早
稲
田
大
学
の
内
田
勝一
－

z一
国
際
教
養
学
部
長、
こ
の
四

起一
月
に
国
際
教
養
学
部
と
な
る

ト一
上
智
大
学の
リ
チャ
l
ド・

44一
ガ
l
ド
ナl
比
較
文
化
学
部

一
長、
そ
れ
に
国
際
教養
大
学

ヨ－
の
私
だっ
た。
討
論
は
お
の

！・
ず
と
わ
が
国
に
お
け
る
教
養

教
育
の
再
建
に
収
倣
（
し
ゅ

う
れ
ん）
し
た
の
だ
が、
特

に
グロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
対

応
す
る
「
国
際
教
養」
の
重

要
性
が
様
々
に
強
調
さ
れ
た

の
が
印
象
深
かっ
た。

レベル引き上げ

こ
の
よ
う
な
潮
流
を
反
映

章一

認
ド42L重保え干オオF〈」｝C10柄

欄
果、
日本
の
義
務
教
育
に
は
質
的パ

繍
ラ
ツ
キ
が
す
こ
ぶ
る
小
さ
い。
そ
れ

ぬ
ゆ
え、
国
が
成
果
を
検
証
す
る
仕
組

織
み
な
ど
無
用
の
長
物
だ
と
い
う。

私
に
は
そ
う
は
思
え
な
い。
教
育

成
果
の
測
定
や
評
価
が
不
可
欠
な
時

代
は、
そこ
ま
で
来
て
い
る。

国
が
条
件
整
備
に
責
任
を
持つ
政

｜多樹ヒする義務調
よ点下吉弘司」仁み4τそ円VJ，h一宇佐一司Z4hκυJい

抗
うこ
と
が
困
難
な
政
策
環
境
の
下

で逆
風に
耐
え、
義
務
教
育の
質
を

保
証
す
る
術
を
担
保
す
るこ
と
だ。

異
を
唱
え
る
だ
け
で
は、
義
務
教

育
シ
ス
テム
は、
構
造
的
に
壊
れ
て

し
ま
う。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授

耳
塚
寛
明）

(専門偏重」の是正必要　「国際教養」学部創設相次ぐ(日本経済新聞」-2006.02.20


